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Abstract: The cylindrical vibrating plate type aerial 

ultrasonic source radiates powerful ultrasonic wave in the 

air．The shape of the source is suitable for aggregation in 

a pipe．In this paper，the flocculation experiment of the 

aerosol in changing the phase of the sound wave irradiated 

from the sound source was carried out using two 

cylindrical vibrating plate type ultrasonic sound, and it 

was examined． 

 

1. はじめに 

 空気中に強力な超音波を放射する音源として円筒形

振動板型空中超音波音源がある．この音源は円筒内が

空洞になっており，定在波音場を形成できる．そのた

め，パイプの途中などに挿入できることから，汚染空

気流の空中超音波による凝集に適している． 

 本稿では，円筒形振動板型超音波音源と音場拡張用

円筒を用い，2 台の音源から照射される音波の位相を

変化させた場合の煙霧質の凝集について実験的検討を

行った． 

2. 凝集塔の構成及び内部音場 

 Fig.1 は，超音波凝集に用いる凝集塔の構成を示して

いる．凝集塔は 2 台の円筒形振動板型超音波音源[1]及

び 2 台の音場拡張用アクリル円筒によって構成されて

いる． 

 Fig. 1 に示す凝集塔内部の断面の音圧をプローブ付

きマイクロホンにより測定した．測定箇所は，図中の

左側から中心軸方向に 150 mm，径方向に 70 mm の範

囲である．測定した結果を Fig. 2 に示す．図より，中心

軸上において高い音圧を示すことが分かった． 

3. 位相を変化させた凝集実験 

 Fig. 3 は，2 台の音源の間で放射音波の位相を変化さ

せた場合の煙霧質の濃度の変化を示している．入力電

力はそれぞれの音源に 10 W とした．凝集率（ = 1 -（超

音波照射停止前の濃度 / 超音波照射前の濃度）× 

100 %）は，逆位相及び 45 度位相を変化させた場合は

約 65 %，同相の場合は約 74 %となった． 

4. おわりに 

 本検討では，位相を変化させた場合による凝集率の

変化を検討した．その結果，凝集率は同相において高

くなることが分かった． 
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Fig. 1. Outline of the device for acoustic 

agglomeration.  

 

 

Fig. 2．Sound pressure distribution in the cylinder． 

 

 
Fig. 3. Relationship between mass concentration and 

elapsed time. Input power is 10 W/unit． 
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